
 

 

［成果情報名］食品工業副産物の規格外ゆで麺も発酵ＴＭＲで乳牛用飼料に調製可能 

［要約］水分含量の高い食品工業副産物は濃厚飼料、粗飼料と混合し、細断型ロールベーラで調

製することによりそのまま発酵ＴＭＲとして飼料利用することができる。できた発酵ＴＭＲは乳牛の嗜

好性が高く、生産性、乳質、生理面も良好な成果が期待できる。 
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［背景・ねらい］ 

近年、資源循環型社会の確立に向けた様々な取組みに関心が集まっているが、畜産にお

いては、食品工業副産物等の未利用資源の飼料利用に関する技術開発が求められている。  

そこで、地域で産出される食品工業副産物を利用した発酵ＴＭＲを乳牛に給与し、地域

資源循環型の畜産を推進する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．食品工業副産物を利用した発酵ＴＭＲ（以下、エコＴＭＲ）は、食品工業副産物のジ

ャガイモ屑（水分 84.1％）、豆腐粕（水分 70.7％）、規格外ゆで麺類（水分 68.6％）に

濃厚飼料、サイレージ、乾草を加え、細断型ロールベーラで調製する（表１）。 

２．細断型ロールベーラで調製し、４週後に給与試験に供するエコＴＭＲの発酵品質は食

品工業副産物を含まないＴＭＲ（以下、慣行ＴＭＲ）と比較しても差はなく、コストの

点から原物１㎏あたり 55.0 円の濃厚飼料の約 40％を食品工業副産物に置き換えること

で原物１㎏あたり４円の低減が可能となる（表２）。 

３．エコＴＭＲを２ヶ月間乳牛へ給与すると、１日１頭あたりの乾物摂取量は平均 26.0 ㎏

と慣行ＴＭＲの平均 24.1 ㎏より多い傾向にあり、嗜好性は良く、乾物、CP 及び TDN 充

足率も概ね 100～110％の正常範囲にある（表３）。 

４．エコＴＭＲを給与した場合、慣行ＴＭＲより乳量は多い傾向となり、乳成分も差はな

く、飼料中のタンパクとエネルギーのバランスの指標となる MUN は有意に低くなるが、

概ね正常範囲にある（表４）。 

５．血液生化学検査の結果はエコＴＭＲ、慣行ＴＭＲともグルコース、総コレステロール、

肝機能ＡＳＴが正常範囲より高い値となるが、その他の項目については正常範囲内にあ

り、全体としては問題ないと考えられる（表４）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．食品工業副産物を反すう家畜の飼料として利用する場合は、「反すう動物飼料への動

物由来たん白質の混入防止に関するガイドライン」に則したものを利用する。ゆで麺類

に関しては中華麺や焼きソバは油脂でコーティングされている場合があるので動物性か

どうか留意を要する。  

２．食品工業副産物を飼料として利用する場合、飼料分析、年間の供給量を考慮した上で

飼料設計し、配合割合を決める必要がある。  

３．ゆで麺類を利用する場合、一度水で捌いてから投入するほうが団子にならずに

均等に混合できる。 



 

 

［具体的データ］ 

 

表2　発酵ＴＭＲの品質とコスト

乾物(％) 43.4 41.5
pH 4.81 4.39
乳酸(原物％) 4.7 3.9
VBN/TN比(％) 2.9 2.8
飼料費※
(円/原物㎏)
※食品工業副産物を0円とした場合

エコＴＭＲ調査項目 慣行ＴＭＲ

22.5 26.5

 

 

 

 

 

表３　供試飼料別の摂取量と充足率の比較

乾物 ＣＰ ＴＤＮ 乾物 ＣＰ ＴＤＮ
（kg/日・頭） （g/日・頭） （kg/日・頭） （％） （％） （％）

26.0 3732.3  a 18.4 107.5 113.6  a 110.7
±　4.1 ±　592.7 ±　2.9 ±　14.1 ±　14.5 ±　12.9
24.1 3308.8  b 17.5 104.1 106.1 b 110.8
±　4.0 ±　543.8 ±　2.9 ±　12.2 ±　13.8 ±　13.1

※異なるｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ間に5％で有意差あり

（平均±標準偏差）
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表４　試験期間中の乳量、乳成分及び血液生化学検査結果
乳量 乳脂肪 無脂固形 乳ﾀﾝﾊﾟｸ質 乳糖 体細胞数 ＭＵＮ

（kg/日・頭） （％） （％） （％） （％） （万/ml） （mg/dl）

31.7 4.25 9.04 3.64 4.39 6.1 9.6  a
±　6.3 ±　0.36 ±　0.28 ±　0.23 ±　0.22 ±　4.6 ±　1.6
30.3 4.22 9.06 3.65 4.41 5.3 10.3  b
±　6.5 ±　0.30 ±　0.30 ±　0.32 ±　0.21 ±　3.0 ±　1.9

※異なるｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ間に5％で有意差あり

ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ値 ＧＬＵ ＡＬＢ Ｔ－ＣＨＯ ＡＳＴ ＧＧＴ ＢＵＮ ＮＥＦＡ Ｃａ
（％） （mg/dl） （g/dl） （mg/dl） （U/l） （U/l） （mg/dl） （μEq/l） （mg/dl）

32.2 70.8 3.6 262.6 88.6 34.3 12.9 78.7 10.2
±　2.5 ±　6.2 ±　0.1 ±　28.4 ±　14.8 ±　3.8 ±　2.3 ±　15.9 ±　0.6
31.2 72.6 3.5 265.2 82.9 35.3 13.6 84.4 10.0
±　2.4 ±　8.7 ±　0.1 ±　22.9 ±　8.3 ±　4.7 ±　3.3 ±　14.2 ±　0.5

慣行ＴＭＲ

供試飼料

供試飼料

（平均±標準偏差）

エコＴＭＲ

慣行ＴＭＲ

エコＴＭＲ
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表1　発酵ＴＭＲの配合割合 (原物％)
飼　料　名 エコＴＭＲ 慣行ＴＭＲ

濃厚飼料 14.9 37.5
トウモロコシサイレージ 30.6 46.2
アルファルファ乾草 5.1 7.7
チモシー乾草 5.1 7.7

ジャガイモ残さ 28.2 －
豆腐粕 10.6 －
規格外茹で麺類 5.1 －

ビタミン・ミネラル 0.5 1.0
水 － 37.5
乾物(％) 44.1 40.4
ＣＰ　(％/乾物) 14.3 13.7
ＴＤＮ(％/乾物) 70.9 72.8


